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牧草と園芸　第73巻第３号（2025年）

1．宮崎大学農学部の本害虫防除の取り組み

宮崎大学農学部では、ツマジロクサヨトウ防除に
関して日本中央競馬会特別振興資金助成事業に採択
され、九州沖縄農業研究センター（九沖研）と共同
で、令和元年および ２年度に「飼料生産におけるツ
マジロクサヨトウ対策事業」を実施し、「ツマジロ
クサヨトウ防除飼料生産マニュアル（第 1版および
改訂版）」を作成・公知しました。さらに同助成事
業により、九沖研ならびに九州・四国の諸県との共
同で、令和 3～ 5年度に「飼料害虫ツマジロクサヨ
トウの防除対策事業」を実施し、「ツマジロクサヨ
トウ防除対策マニュアル」を作成し、宮崎大学の
HPにも更新したマニュアル1 )を掲示し、飼料生産
に取り組む全ての方々の一助となるように努めてき
ました。本稿では、飼料生産に影響を及ぼす本害虫
の室内放飼試験によるトウモロコシの採食程度、採
食を模擬した剪葉処理のトウモロコシの生育に与え
る影響、ならびに登録農薬の種子粉衣処理による初
期の本害虫の食害防止が、トウモロコシの生育およ
び収量に及ぼす影響を調査した結果を報告し、本害
虫防除の一助になればと考えています。

2 ．放飼試験

ツマジロクサヨトウの幼虫が、産卵され孵化した
後、実際に幼苗期の飼料用トウモロコシをどのくら
い加害し、食害を受けたトウモロコシの成長にはど
のような影響が見られるのかについて、人工照明
（LED20Wで、照度2,000lux相当）下の室内におけ
る幼虫放飼試験で調査しました。試験はポット栽培
した1.5葉期の飼料用トウモロコシ（スノーデント
おとは、品種「PI2008＊」）に、放飼区では中齢幼虫
（写真 1）を、1ポットあたり1頭の密度で22-23℃
の室内で放飼し、24時間後に幼虫をトウモロコシか
ら取り除き、放飼終了 5日後にトウモロコシの生育

量を調査しました（放飼区）。ツマジロクサヨトウ
幼虫を放飼しなかった場合を無放飼区とし、トウモ
ロコシの生育量を比較しました。放飼を開始すると
ツマジロクサヨトウは、トウモロコシの最も若い葉
（未展開葉）の葉身から加害をはじめ、個体によっ
ては葉の大部分が食べられましたが、放飼終了後に
枯死したトウモロコシは見られませんでした。食害
のスコアは、葉の損傷尺度 1：「目に見える被害は
ない」から 9：「食害により抽出中の葉がほぼなく
なり、植物体が枯死する」の指標値を用いて判定し
ました2） 。放飼区はスコア 3が20％、 4が40％、 5
が10％、 8が30％となり、平均スコアは5.1±2.1
（n=10）でした。トウモロコシの生育量は無放飼
区の測定値を100とした場合、放飼区では草高が
44、草丈が40と有意に低下し、葉面積は21と大きく
減少しました（表 1）。また、茎の乾物重は89であっ
たのに対して葉の乾物重は26と低く、ツマジロクサ
ヨトウの幼虫は柔らかい葉身を好む傾向3 ）、特に若
い植物体を好む4 ）との報告と一致する結果が得られ
ました。無放飼区での草丈の伸長速度は2.9cm/日
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写真 1　ツマジロクサヨトウの中齢幼虫
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であったのに対して、放飼区では-0.6cm/日となり
加害により草丈の生育回復が大幅に遅れることが明
らかになりました。
ツマジロクサヨトウの防除には、雌成虫が産卵

後、孵化した幼虫が葉面を摂食する時期に殺虫剤を
散布することが効果的5 ）であるとされています。ま

た、種子処理用殺虫剤の飼料用トウモロコシへの使
用もできますので、食害状況などの必要に応じて農
薬を適正に利用することにより、飼料用トウモロコ
シの収量の安定化につながると考えられます。
* 海外持出禁止（農林水産大臣公示有）　

3 ．剪葉処理試験

ツマジロクサヨトウによる飼料用トウモロコシの
被食を模擬した剪葉処理を行い、飼料用トウモロコ
シの葉面展開と収量および飼料品質に及ぼす影響
を、春播き（ 4月10日播き）、晩播（ 6月 6日播
き）、および夏播き（ 8月 3日播き）の 3作期別に
検討しました。剪葉処理として、 3 - 4 葉期に展開
葉をすべて切除する処理（DF1）、 6 - 7 葉期に 5、
6葉にリーフパンチで剪葉する処理（DF2）、DF2
の処理に加え未展開葉を剪葉する処理（DF3）を設
け、無処理の対照（Control）と比較しました（図
1）。その結果、乾物収量は春播きではDF1、DF3
が有意に減少し（p＜0.05）、晩播では処理間での
有意差がみられず（図省略）、夏播きではDF3が有

項　⽬ 無放飼区 放飼区

草⾼（cm） 23.9＊ 10.4（44）
草丈（cm） 28.1＊ 11.1（40）
展開葉数（枚/個体） 1.1＊ 0.4（36）
未展開葉数（枚/個体） 1.8＊ 1.1（61）
茎径（mm） 2.6 2.5（97）
葉⾯積（cm2） 27.4＊ 5.7（21）
茎部の新鮮重量（g） 0.3＊ 0.2（66）
葉⾝の新鮮重量（g） 0.5＊ 0.1（29）
合計新鮮重量（g） 0.8＊ 0.4（44）
茎部の乾物重量（g） 0.012 0.011（89）
葉⾝の乾物重量（g） 0.03＊ 0.008（26）
合計乾物重量（g） 0.042 0.019（45）

＊：P＜0.05、（　）無放飼区を100とした値。

表 1　�ツマジロクサヨトウ放飼終了から 5⽇後におけるトウ
モロコシの⽣育調査結果
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図 2　絹糸抽出期の葉面積指数と収穫期の全乾物収量（A）およびTDN収量（B）との関係（2023年）
　　　�処理：Control（○, ●）、DF1(△, ▲）、DF2（◇, ◆）、DF3（□, ■）。作期： 4月播き（○, △, ◇, □）、 8月播き (●, ▲, ◆, ■）。

6月播き区は、台風 9号による倒伏のため未調査。
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図 1　剪葉処理の模式図
　　　�DF1： 3 - 4 葉期に展開葉をすべて切除、DF2： 6 - 7 葉期に 5、 6葉にリーフパンチで剪葉、DF3：DF2の処理に加え未展開葉を

剪葉。
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意に減少しました。同様に、子実収量（図省略）
は、春播きではDF1、DF3が有意に減少し、晩播で
は処理間での有意差はみられず、夏播きではDF3が
有意に減少し（p＜0.05）、この子実収量の減少は、
雌穂の列当たり粒数の減少によっていました。絹糸
抽出期の葉面積指数は、春播きおよび夏播きの収穫
期乾物収量と有意な（p＜0.05）正の相関関係を
（図 2（A））、夏播きの収穫期可消化養分（TDN）
収量と有意な（p＜0.05）正の相関関係を示しまし
た（図 2（B））。
したがって、本害虫の被害が激しい夏播きでは、

栄養成長期初期に登録農薬の散布が推奨されます6）。

4 ．種子処理殺虫剤の効果

宮崎県都城地域は、県内有数の畜産・酪農地帯
で、飼料用トウモロコシの ２期作栽培が広範囲に行
われています。しかし、夏播きトウモロコシでは
2020年以降、ツマジロクサヨトウによる食害被害が
繰り返されています。2023年 8 月に農薬登録された
種子処理殺虫剤「ルミビアTMFS（コルディバ・ア
グリサイエンス）以下ルミビア」の夏播きトウモロ
コシへの効果を、虫害程度、生育および収量につい
て実態調査しました。飼料用トウモロコシ（スノー
デント夏皇、品種「SH2933」）種子に、ルミビアの
推奨施用量（乾燥種子1,000粒当たり2.5mL）を処
理した全量区、その1/2濃度処理の半量区および無
処理の対照区を設け、 7月19日に 3反復の乱塊法に
て試験区を配置し、機械播種しました。各反復の 3
か所に定点観測地を設け、各反復120株のスコア値
による虫害調査と各反復15株の生育調査（草高、展
開葉数、雄穂・絹糸抽出）を、 7月30日から 9月16
日の絹糸抽出期まで、 1～ 2週間ごとに実施しまし
た。10月11日の黄熟期に各反復12株の生体重と各反
復 3株の部位別乾物重、雌穂の列数、粒数、粒重を
測定しました。結果としては、試験期間中の播種41
日後に、台風10号の接近による暴風雨（旬降水量
473mm、最大瞬間風速29.8m）に遭い、株の倒伏
と上位葉の折損害を受けました。虫害株率は、播種
11日後では無処理に比べ半量区、全量区で有意に低
く、同19日後でも低くなる傾向でしたが、それ以降
は有意差がありませんでした（表 ２）。虫害スコア
値も同時期まで低くなる傾向でしたが、いずれの時
期も有意差がありませんでした（表 ３）。草高、展
開葉数の変化にも処理による有意な差異はありませ
んでした。乾物収量、雌穂収量は全量区で、他の区

に比べて高くなる傾向でしたが、処理による有意な
差異はありませんでした。試験年は、 9月下旬から
10月中旬までの長雨による多雨、低照、高温（特に
高夜温）により、乾物収量（1,390～1,640kg/10a）
および雌穂重比率（34.5～42.2％）は例年に比べ
て、いずれも低く抑えられました（図 3）。
以上のことから播種後 2～ 3週間は、ルミビアの
適正施用量処理を行った全量区では、虫害抑制効果

調査⽇ 対照区 半量区 全量区 葉　期

7 ⽉30⽇ 60.0±7.78a 35.2±3.23b 21.5±6.68c 3.0

8 ⽉ 7 ⽇ 84.8±8.12ns 73.7±8.90 65.9±13.2 5.5

8 ⽉13⽇ 100±0ns 99.6±0.37 100±0 －†

8 ⽉21⽇ 90.4±6.58ns 91.9±6.55 89.6±6.46 9.6

9 ⽉ 6 ⽇ 100±0ns 100±0 100±0 19.1

9 ⽉16⽇ 100±0ns 100±0 100±0 22.2

異なる添字の符号は、LSD法により、同⼀調査⽇において 5 ％⽔準で有意に
異なることを⽰す（ns：p≳0.05）。
†：測定なし

表 2　⾍害株率の変化（2024年、平均±標準誤差）
（A）晩播区（ 7⽉19⽇播種、n＝12）

調査⽇ 対照区 半量区 全量区 葉　期

7 ⽉30⽇ 1.31±0.09ns 1.20±0.09 1.20±0.07 3.0
8 ⽉ 7 ⽇ 2.14±0.26ns 1.83±0.28 1.87±0.32 5.5
8 ⽉13⽇ 3.03±0.15ns 2.99±0.13 3.00±0.07 －†

8 ⽉21⽇ 2.93±0.21ns 2.88±0.11 2.81±0.15 9.6
9 ⽉ 6 ⽇ 3.80±0.10ns 3.79±0.11 3.63±0.23 19.1

9 ⽉16⽇ 3.08±0.12ns 2.93±0.04 2.97±0.07 22.2

10⽉18⽇ 2.00±0.19ns 1.56±0.11 1.78±0.11 －

ns：p≳0.05　†：測定なし

表 3　⾍害スコア値の変化（2024年、平均±標準誤差）
（A）晩播区（ 7⽉19⽇播種、n＝12）
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図 3　植物体部位別の乾物収量（2024年10月11日）
　　　�図中の縦棒は、植物体全体の乾物重における標準誤差

（n＝ 3）を示す。ns：p＞0.05
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がみられましたが、その後には効果が継続しなかっ
たことから、当地域の夏播きでは、茎葉型除草剤散
布に併せた再度の殺虫剤処理が必要であると考えら
れました7 ）。
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